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学
徒
出
陣
や
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
研
究
は
各
大
学
の
百
年
史
な
ど

の
年
史
編
纂
や
単
独
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
進
展
し
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て

い
る
。
学
徒
出
陣
研
究
で
明
か
に
な
っ
た

こ
と
を
こ
こ
で
概
観
し
て
み
た
い
。
学
徒

出
陣
と
は
狭
義
で
は
一
九
四
三
年
の
在
学

徴
集
延
期
制
度
停
止
に
よ
り
、
大
学
本
科

の
学
生
や
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門

学
校
な
ど
の
生
徒
が
軍
隊
に
入
営
、
入
団

し
た
こ
と
を
さ
す
が
、
広
義
で
は
一
九
四

四
・
四
五
年
の
在
学
中
の
学
生
・
生
徒
の

入
隊
や
在
学
年
限
の
短
縮
や
徴
集
延
期
の

最
高
年
齢
の
引
下
げ
に
よ
る
入
隊
も
含
め

て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
に
よ
っ
て
は
在
学

生
の
入
隊
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
所
も
あ

る
。広

義
の
学
徒
出
陣
の
前
段
階

　
徴
集
延
期
の
最
高
年
齢
の
引
下
げ
は
一

九
三
九
年
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
般
学
生
は

最
高
年
齢
が
二
五
歳
に
な
り
。
一
九
四
一

年
に
は
二
四
歳
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
在
学

年
限
の
短
縮
は
一
九
四
一
年
度
か
ら
始
ま

り
、
三
か
月
短
縮
さ
れ
、
一
九
四
二
年
度

か
ら
は
六
か
月
短
縮
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
入
隊
し
た
学
生
数
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。

狭
義
の
学
徒
出
陣

　
在
学
徴
集
延
期
の
全
面
停
止
は
一
九
四

三
年
一
〇
月
二
日
公
布
の
「
在
学
徴
集
延

期
臨
時
特
例
」
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
軍
の
下
級
幹
部
の
不
足
を
学
生
で

補
い
、
学
生
の
能
力
を
軍
事
的
に
利
用
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
在
学
徴
集
延

期
の
全
面
停
止
は
学
徒
全
体
を
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
臨
時
徴
兵
検
査
を
受
け

た
。
し
か
し
、
理
科
系
・
医
科
な
ど
の
学

徒
は
国
家
的
に
緊
要
な
学
校
・
学
科
に
在

学
す
る
者
と
し
て
、入
営
を
延
期
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
事
実
上
、
文
科
系
の
み
が
軍
隊

に
徴
集
さ
れ
た
。
大
学
な
ど
は
「
徴
集
者

名
簿
」の
作
成
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

残
っ
て
い
る
大
学
も
多
く
、
こ
の
時
期
の

徴
集
者
数
は
比
較
的
わ
か
っ
て
い
る
。
最

高
学
年
は
一
九
四
三
年
一
一
月
に
仮
卒
業

し
、
一
九
四
四
年
九
月
に
卒
業
し
た
。

出
陣
学
徒
壮
行
会

　
出
陣
学
徒
の
壮
行
会
は
一
九
四
三
年
一

〇
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
明
治
神
宮
外
苑

競
技
場
で
の
関
東
地
方
の
学
徒
を
集
め
た

中
央
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
、
大

学
で
も
開
催
さ
れ
た
。
壮
行
会
が
開
催
さ

れ
た
の
は
こ
の
時
期
だ
け
で
あ
る
。

朝
鮮
人
・
台
湾
人
の
特
別
志
願
兵

　
朝
鮮
人
・
台
湾
人
は
こ
の
時
期
は
ま
だ

兵
役
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め

「
昭
和
十
八
年
度
陸
軍
特
別
志
願
兵
臨
時

採
用
規
則
」
を
制
定
し
、
特
別
志
願
兵
と

し
て
、軍
隊
に
と
っ
た
。
自
発
的
で
な
く
、

強
制
的
に
志
願
さ
せ
た
が
、
そ
れ
で
も
志

願
し
な
い
学
生
は
大
学
か
ら
除
籍
・
除
名

さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の
大
学
で
は
、
志
願

者
数
や
除
籍
・
除
名
数
が
わ
か
っ
て
い
る
。

戦
争
末
期
の
学
徒
出
陣

　
戦
争
末
期
に
は
、
一
九
四
三
年
一
二
月

の
「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」
に
よ
り
、
徴

兵
適
齢
が
一
九
歳
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
一

九
四
五
年
二
月
に
「
修
学
継
続
の
為
の
入

営
延
期
等
に
関
す
る
件
」の
改
正
に
よ
り
、

入
営
延
期
す
べ
き
学
校
の
範
囲
が
狭
め
ら

れ
、
理
工
系
の
大
学
予
科
・
専
門
学
校
・
高

等
学
校
や
師
範
学
校
の
生
徒
に
は
入
営
延

期
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。こ
れ
ら
に
よ

り
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
な
っ
た
学
校
も
多
い
。

戦
没
学
生
の
追
悼
と
平
和

　
出
陣
学
徒
を
含
む
戦
没
学
生
の
名
簿
作

成
、
慰
霊
祭
・
追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
の

開
催
、
慰
霊
碑
・
平
和
祈
念
碑
の
建
立
な

ど
が
、
大
学
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
東

京
大
学
で
は
戦
没
学
生
の
名
簿
を
作
成
し

て
い
る
が
、
平
和
祈
念
碑
を
建
て
い
な
い

し
、
関
係
者
に
も
学
内
に
建
て
さ
せ
て
い

な
い
。
京
都
大
学
で
も
戦
没
学
生
の
名
簿

を
作
成
し
て
い
る
が
、
平
和
祈
念
碑
を
建

て
て
い
な
い
。
早
稲
田
大
学
・
立
教
大
学
・

東
洋
大
学
な
ど
で
は
戦
没
学
生
の
名
簿
を

作
成
し
、
平
和
祈
念
碑
を
建
て
、
そ
の
前

で
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、

学
徒
出
陣
関
係
の
展
示
会
も
大
学
な
ど
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
戦
没
出
陣
学
徒
の
遺

稿
や
遺
品
は
わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
だ

け
で
は
な
く
、
大
学
史
編
纂
機
関
・
大
学

史
料
館
・
大
学
文
書
館
な
ど
で
も
所
蔵
し

て
い
る
。
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
他
大
学
生
の
遺
稿
や
遺
品
も

収
集
し
て
い
る
。
大
学
文
書
館
・
大
学
史

料
館
な
ど
に
は
学
徒
出
陣
関
係
の
公
文
書

も
移
管
さ
れ
て
い
る
。

大
学
院
特
別
研
究
員

　
学
徒
出
陣
が
行
わ
れ
る
中
で
、
若
手
研

究
者
の
確
保
育
成
の
た
め
に
、
大
学
院
特

別
研
究
員
制
度
が
一
九
四
三
年
九
月
の
文

部
省
令
「
大
学
院
又
は
研
究
科
の
特
別
研

究
生
に
関
す
る
件
」
に
よ
り
、
設
置
さ
れ

た
。
一
期
二
年
と
二
期
三
年
で
、
学
資
と

し
て
月
九
〇
円
支
給
し
、
入
学
金
・
授
業

料
を
免
除
し
、
兵
役
も
免
除
す
る
も
の
だ

っ
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
東
京
・
京
都
・

東
北
・
北
海
道
・
九
州
・
大
阪
・
名
古
屋

の
七
帝
国
大
学
と
東
京
商
科
・
東
京
工
業
・

東
京
文
理
の
官
立
大
学
の
み
に
置
く
も
の

と
さ
れ
た
が
、
慶
応
・
早
稲
田
が
そ
の
働

き
か
け
に
よ
り
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

九
四
三
年
の
第
一
回
は
文
科
系
も
募
集
し

た
が
、
文
理
と
も
に
い
ず
れ
も
戦
争
遂
行

の
た
め
に
軍
の
必
要
と
す
る
軍
事
研
究
を

担
う
研
究
者
の
確
保
・
養
成
で
あ
り
、
研

究
教
育
機
関
の
内
実
を
も
っ
た
も
の
に
な

ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年
の
第
二
回
は

文
科
系
が
外
さ
れ
、
医
も
軍
医
不
足
の
た

め
に
減
ら
さ
れ
た
。

大
学
の
整
理
・
統
合

　
文
部
省
は
学
徒
出
陣
で
学
生
が
減
る

中
、大
学
な
ど
の
整
理
と
統
廃
合
を
進
め
、

極
端
ま
で
の
理
工
系
中
心
に
再
編
成
し

た
。
商
業
か
ら
産
業
・
経
営
へ
の
変
更
、

工
業
専
門
学
校
の
設
置
、
文
科
系
大
学
の

統
合
・
専
門
学
校
化
と
定
員
削
減
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
特
に
立
教
大
学
の
文
学
部
と

上
智
大
学
の
商
学
部
は
廃
止
さ
れ
、
学
生

は
慶
応
大
学
に
委
託
さ
れ
た
。
ま
た
、
明

治
学
院
高
等
部
と
高
等
商
業
部
は
青
山
学

院
文
学
部
・
高
等
商
業
部
と
関
東
学
院
高

等
商
業
部
を
統
合
し
、
明
治
学
院
専
門
部

と
な
っ
た
。

大
学
の
校
舎
供
出

　
学
徒
出
陣
で
学
生
が
減
っ
た
大
学
な
ど

の
校
舎
を
、
軍
の
要
請
や
文
部
省
の
斡
旋

に
よ
り
、
軍
や
軍
需
会
社
に
貸
す
こ
と
が

実
施
さ
れ
た
。
東
京
商
科
大
学
・
大
阪
市

立
商
科
大
学
・
慶
応
義
塾
大
学
・
明
治
大

学
な
ど
が
校
舎
を
供
出
し
て
い
る
。

　
以
上
、
学
徒
出
陣
や
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
研
究
成
果
を
概
観
し
た
が
、
大

学
ご
と
の
具
体
的
成
果
や
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
別
稿
「
学
徒
出
陣
研
究
の
到
達

点
と
資
料
の
所
在
」（『
立
命
館
大
学
国
際

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
資
料
研
究
報
告
』
第

五
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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認
定
Ｎ
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法
人 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館

撮影／斎藤 尚義

開
館
日
　
月
・
水
・
金

　
　（
祝
日
・
夏
季
・
冬
季
休
館
あ
り
）

時
　
間
　
午
後
一
時
～
四
時

＊
団
体
の
場
合
は
別
途
考
え
ま
す
の
で
曜

日
・
時
間
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入
館
料
　
無
料

＊
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

＊
資
料
閲
覧
・
映
像
の
視
聴
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＊
ア
ク
セ
ス
　
地
下
鉄
丸
の
内
線
・
大
江
戸

線
「
本
郷
三
丁
目
」
下
車
七
分

入　館　案　内

　
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
研
究
の
到
達
点
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本
書
は
福
島
県
会
津
若
松
出
身
の
学
徒

兵
で
、
昭
和
　
年
４
月
に
与
那
国
島
北
方

２０

上
空
に
お
い
て
　
歳
で
戦
死
し
た
 長
谷
川
 

は
せ
が
わ

２３

 信
 の
生
涯
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

し
ん

『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』に
一
部
の
み
収

録
さ
れ
て
い
た
軍
隊
時
代
の
『
日
記
』
を
、

わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
収
蔵
の
謄
写
版

原
稿
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
復
元
し
、
同
時
に
書

か
れ
た
『
修
養
録
』、
御
遺
族
・
訓
練
地
な

ど
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
を
用
い
て
彼
の

実
像
に
迫
っ
て
い
る
。

　
長
谷
川
信
は
私
の
母
校
、
福
島
県
立
喜

多
方
高
等
学
校（
当
時
の
喜
多
方
中
学
校
）

の
先
輩
で
あ
る
。
私
は
『
き
け
わ
だ
つ
み

の
こ
え
』
の
彼
の
遺
稿
を
読
ん
で
感
銘
を

受
け
、
足
跡
を
追
っ
て
全
国
を
訪
ね
歩
い

た
。
精
査
の
過
程
で
私
は
「
人
類
よ
、
猿

の
親
類
よ
」
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
表

現
で
締
め
く
く
っ
た
彼
の
『
日
記
』
全
文

を
読
ん
で
み
た
い
、
そ
し
て
彼
が
い
か
な

る
人
物
で
あ
っ
た
か
を
知
り
た
い
と
切
に

思
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
本
を
書
い
た
動
機

で
あ
る
。

　
信
の
生
涯

　
長
谷
川
信
は
大
正
　
年
４
月
　

１２

１２

日
、
若
松
市
の
菓
子
商
の
家
に
生

れ
た
。
昭
和
　
年
、
名
門
会
津
中

１０

学
校
に
入
学
。端
艇
部
に
所
属
し
、

学
業
成
績
も
優
秀
で
あ
っ
た
。
し

か
し
訳
あ
っ
て
４
学
年
途
中
で
休

学
。
復
学
し
て
、
同
　
年
、
同
志

１５

社
大
学
予
科
へ
進
む
が
程
な
く
帰

郷
。
翌
年
、
喜
多
方
中
学
校
５
年

に
編
入
学
し
た
。そ
し
て
１
年
後
、

明
治
学
院
の
厚
生
科
に
進
む
。
同

　
年
、
徴
兵
猶
予
停
止
と
な
っ
て
学
徒
出

１８陣
と
な
り
陸
軍
に
入
隊
、
飛
行
学
校
館
林

教
育
隊
に
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
Ⅱ
期
）

と
し
て
配
属
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
同
じ
隊

に
い
た
同
期
が
上
原
良
司
で
あ
る
。
そ
の

後
、
信
は
満
州
に
渡
り
訓
練
。
昭
和
　
年
２０

２
月
、
特
攻
隊
に
選
ば
れ
「
武
揚
隊
」
に

配
属
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
松
本
で
機
体
改

修
の
た
め
約
　
日
間
待
機
。
こ
の
間
、
信

４０

ら
は
東
京
か
ら
疎
開
し
て
き
て
い
た
児
童

と
交
流
し
て
お
り
、
そ
の
記
録
が
最
近
明

ら
か
に
な
っ
た
。（
注
）　
最
後
の
帰
郷
後
、

祖
国
を
離
れ
る
直
前
に
宮
崎
か
ら
両
親
に

『
日
記
』
等
を
送
付
。
４
月
　
日
、
杭
州
か

１２

ら
台
湾
に
移
動
中
、
与
那
国
島
北
方
上
空

で
米
軍
機
の
大
群
に
撃
墜
さ
れ
戦
死
し
て

い
る
。
戦
後
、
両
親
や
恩
師
等
に
よ
っ
て

昭
和
　
年
、
猪
苗
代
湖
畔
に
追
悼
碑
が
建

２３

て
ら
れ
、
菩
提
寺
で
あ
る
西
蓮
寺
に
は
平

成
　
年
に
「
 兵
戈
 無
用
」
碑
が
造
立
さ
れ

ひ
ょ
う
が

１４
た
。
兵
は
兵
隊
、
戈
は
武
器
を
表
す
も
の

で
「
大
無
量
寿
経
」
よ
り
採
ら
れ
て
い
る
。

文
字
通
り
平
和
を
願
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。

　『
日
記
』・『
修
養
録
』

　『
日
記
』は
信
が
軍
隊
内
で
秘
か
に
書
い

た
個
人
的
記
録
で
あ
る
。
一
方『
修
養
録
』

は
軍
に
提
出
し
検
閲
さ
れ
た
報
告
日
記
で

あ
る
。『
日
記
』
に
は
戦
争
の
悲
惨
さ
、
軍

隊
へ
の
反
発
、
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
・
浄

土
真
宗
）
へ
の
傾
倒
、
望
郷
の
念
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。『
修
養
録
』
に
は
訓
練
の

様
子
や
「
戦
陣
訓
」
な
ど
が
書
か
れ
る
が
、

信
は
「
隊
長
殿
ノ
訓
話
、
感
銘
ナ
シ
」
な

ど
軍
・
上
官
へ
の
批
判
を
記
し
て
提
出
し

て
お
り
「
モ
ッ
ト
肝
ヲ
作
レ
」
な
ど
の
指

導
を
受
け
て
い
る
。

　
軍
隊
・
戦
争
に
つ
い
て
信
は
、「
単
純
ナ

ル
『
軍
隊
現
象
』
ノ
日
々
ニ
、
修
養
ノ
糧

ヲ
何
処
ニ
見
出
サ
ン
ト
ス
ル
カ
」（『
修
養

録
』）、「
こ
ん
な
処
で
、
何
が
深
刻
な
る
反

省
で
あ
り
、
何
が
修
養
で
あ
る
か
」（『
日

記
』）、「
懐
疑
　
今
の
何
も
知
ら
な
い
子
供

達
　
彼
等
は
あ
れ
で
い
ゝ
　
み
じ
め
な
の

は
俺
達
だ
　
俺
達
よ
り
丁
度
一
昔
前
の
、

佑
兄
の
頃
の
人
達
　
俺
達
よ
り
は
ま
し
だ

　
人
間
ら
し
い
生
活
を
、
少
し
で
も
送
つ

て
き
て
る
ん
だ
も
の
。」（『
日
記
』）
な
ど

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
「
屍
ヲ
越
エ
テ
進

マ
ン
哉
」（『
修
養
録
』）、
失
敗
し
た
時
に

は
「
此
処
ニ
テ
、
砕
ケ
テ
ハ
ナ
ル
マ
ジ
。

会
津
武
士
ノ
名
ニ
背
イ
テ
ハ
ナ
ル
マ
ジ
」

（『
修
養
録
』）、「
生
へ
の
執
着
を
捨
て
よ
。

望
郷
の
憶
を
去
れ
」（『
日
記
』）、

「
要
は
任
務
の
遂
行
に
あ
る
と

俺
は
堅
く
信
じ
る
。
黙
々
と
任

務
に
邁
進
す
る
、
ど
ん
な
に
そ

れ
が
地
味
な
任
務
で
あ
ら
う
と

も
」（『
日
記
』）、「
無
事
に
？
明

け
て
二
十
四
才
の
年
を
迎
う
　

今
年
こ
そ
晴
の
最
後
を
飾
る

年
」（『
日
記
』）
と
も
書
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
記
述
に
は
軍
隊

の
中
で
自
律
・
精
励
し
、
自
分

を
鼓
舞
し
て
進
も
う
と
す
る
誠

実
さ
が
見
え
る
。

　
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
・
浄
土
真
宗
）
の

記
述
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。「
今
ノ
俺

ニ
ハ
、聖
書
ト
歎
異
抄
ガ
ア
ル
。
自
分
ハ
、

隙
ヲ
見
付
ケ
次
第
、
ム
サ
ボ
ル
ヤ
ウ
ニ
読

ン
デ
キ
タ
」（『
修
養
録
』）、「
弥
陀
の
誓
願

不
思
議
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
往

生
を
ば
遂
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
念
仏
申
さ

ん
と
思
い
立
ツ
心
」（『
日
記
』（『
歎
異
抄
』

第
一
条
））、「
神
と
の
交
り
の
み
が
俺
を
慰

め
励
ま
し
て
く
れ
る
。」（『
日
記
』）、「
唯

一
絶
対
の
道
わ
念
仏
の
み
」（『
日
記
』）、

「
信
仰
さ
へ
あ
り
や
、何
と
も
な
い
こ
つ
ち

や
」（『
日
記
』）、「
俺
の
心
は
空
虚
に
、
又

ヒ
カ
ラ
び
て
行
く
の
は
眼
に
見
え
て
明
か

だ
。
そ
れ
で
そ
れ
を
止
む
べ
く
も
な
い
。

傍
観
す
る
ば
か
り
だ
。
あ
と
は
只
仏
に
す

が
る
ほ
か
な
い
」（『
日
記
』）、
そ
し
て

「
修
諸
功
徳
モ
、従
ッ
テ
、植
諸
徳
本
モ
、仏

果
ヘ
ハ
連
続
シ
ナ
イ
」（『
修
養
録
』）
と
は

浄
土
真
宗
の
核
心
を
突
い
た
端
的
な
表
現

で
あ
る
。
信
仰
に
根
差
し
た
強
さ
を
彼
は

最
後
ま
で
持
っ
て
い
た
。

　
ま
た
信
は
故
郷
、
父
母
、
愛
し
た
女
性

Ｆ
の
こ
と
も
青
年
ら
し
く
綴
っ
て
い
る
。

「
昨
夜
カ
ラ
降
り
初
メ
タ
雪
ハ
、周
囲
ヲ
白

一
色
二
塗
リ
ソ
メ
、
雪
ノ
多
カ
ッ
タ
故
郷

会
津
ヲ
思
ヒ
出
ス
」（『
修
養
録
』）、「
父
母
、

兄
弟
ヨ
リ
ノ
書
簡
、
焼
ク
。
断
腸
ノ
思
ヒ

ナ
リ
」（『
修
養
録
』）、「
母
よ
り
封
書
来
る
。

葉
書
や
封
書
は
一
切
と
つ
て
お
け
な
い
こ

と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
俺
は
ど
う
し
て
も

俺
の
死
ぬ
時
迄
、
持
つ
て
置
か
う
」（『
日

記
』）、「
懐
郷
の
想
ひ
切
な
り
」（『
日
記
』）、

「
猪
苗
代
湖
、
戸
ノ
口
の
静
か
な
夕
方
、
薄

く
霞
の
か
か
っ
た
、
鏡
面
の
よ
う
な
湖
、

あ
の
寂
か
な
喜
び
を
、
Ｆ
と
分
か
ち
あ
い

た
か
っ
た
。
併
し
、そ
れ
も
空
し
い
願
い
」

（『
日
記
』）。

　
長
谷
川
信
が
教
え
る
も
の

　『
日
記
』『
修
養
録
』
を
通
読
し
、
彼
の

人
生
を
振
り
返
る
と
、
宗
教
を
拠
り
所
と

し
た
反
戦
・
反
軍
の
意
思
を
強
く
持
ち
つ

つ
、
現
実
に
煩
悶
し
な
が
ら
も
前
向
き
に

生
き
る
彼
の
誠
実
さ
、
純
粋
さ
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
隊
を
批
判
し
つ
つ

訓
練
に
励
む
。
戦
争
に
反
対
し
な
が
ら
も

戦
場
に
向
か
う
。
二
書
に
は
不
整
合
な
記

述
が
連
続
す
る
が
、
こ
う
し
た
混
交
こ
そ

迷
い
な
が
ら
も
前
進
し
た
等
身
大
の
青
年

＝
人
間
：
長
谷
川
信
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

な
の
で
あ
ろ
う
。
復
元
し
た
『
日
記
』『
修

養
録
』
に
よ
っ
て
今
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
軍
隊
に
お
け
る
彼
の
心
の
動
き
を

克
明
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て

彼
の
記
録
は
、
武
器
だ
け
で
な
く
人
間
性

の
剥
奪
も
ま
た
戦
争
が
持
つ
本
当
の
怖
さ

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
信
を
含
め

た
若
き
兵
士
た
ち
の
無
念
さ
と
平
和
の
大

切
さ
を
改
め
て
よ
く
噛
み
し
め
た
い
と
思

う
。
　（

注
）
き
む
ら
け
ん
『〈
改
訂
新
版
〉
鉛
筆

部
隊
と
特
攻
隊
』（
え
に
し
書
房
　
２
０
１

９
）
ほ
か

『
祈
り
の
 碑
 　「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」

い
し
ぶ
み

 屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
 ～
会
津
の
学
徒
兵
　長
谷
川
信
の
生
涯
～
』　
　
　
　

 屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
 
長
島
　
雄
一
　

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊
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峨
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峨
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峨
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峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

台座には『日記』の一節が刻まれている
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常設展をみて
　私は現２５歳ですが、展示されている方々
の当時の年齢も同じ年頃だと思うと、いろ
いろ感情が複雑になります。彼らの純粋に
生きたい想いと、愛する人や国のために命
を捧げるというはざまで、苦心していたと
思います。その時代、時代によって、人々
が頭を悩ます社会課題、個人問題は異なる
と思いますが、この見学を通じて歴史を学
ぶ重要性を再認識しました。
 榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０.６.２６　大田区　２５歳）

栢

　ずっと来たいと思っていました。中学生
の時に『きけわだつみのこえ』を読んで以
来、このことを忘れてはならない、次世代
に伝える責務があると思い続けています。
特に、佐々木八郎さんの手記は何度も何度
も繰り返して読んでいたので、今日実際に
手記を見て、私と歳の変わらない青年が確
かに生きていて、そして自分の死と徹底的
に向かい合って亡くなったのだということ
を痛感しました。自分が死ぬことが最早決
まってしまったような、十死零生の状況
で、青年たちがどんな思いで言葉を綴った
のだろう。それを考える度に、どうにかこ
のこと、こうして死んでいった若者のこと
を、自分でも伝えられないだろうか。何か
自分にできることはないだろうかと考えさ
せられます。今日はありがとうございまし
た。また来ます。 榎榎榎榎 （２０.７.１５　女性）

栢

　若くして戦争で散った若者の手記を読む
と、とても感慨深いものがありました。彼
らの死を無駄にしてはいけない。これから
も戦争のない世の中になることを望みま
す。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０.７.３１）

栢

　戦後７５年を迎え、当時を知る人の生の声
を聞くことも難しくなって来ました。「戦
争反対の意志」の声は上がっても、世界情
勢は不安定で、反戦・世界平和の旗振り役
となるはずの日本がその声とは逆行してい
っているように思えます。戦争資料や遺品
の散逸も耳にするようになりました。時間
の経過という深刻な問題にどう対処してい
ったら良いかと考え、本日足を運ばせてい
ただきましたが、やはり実際に自分の目で
物を見、聞き、考えるに勝るものはないと
思いました。自分と同じ出身の先人たちの
苦悩を忘れず、次世代に語り継いでいくこ
と、それが今の自分にできることの一つで
はないかと考えました。 榎 （２０.８.１４　女性）

栢

　ここ数年、戦争の記憶を継承していかな
くてはならないという意識が高まっており
ました。身内でも祖母や祖父らが亡くなっ
ていき、実際に戦争を体験した世代が天寿
を全うしていく中、平和を希求するにあた
って私たちにできることはないか、という
焦燥感ともいうべき感情が自分の中に湧き

起こっていました。
　本日、念願叶って来館することができま
した。若くして戦地に散っていった方々の
無念さ、悲しみ、やるせなさ　様々な感情
があったことだろうと感じ、胸のつぶれる
思いがしました。なぜ前途ある若者が無残
にも生を終えなくはならなかったのだろう
か。日本という国は一体何を目指していた
のだろうか。軍国主義一色だったこの日本
に対し、怒りを覚えました。
　亡くなった方と恐らく同世代だったと思
いますが、私には戦死した大叔父がいま
す。祖母の弟ですが、祖母は自分が亡くな
るまで自室の仏壇に弟の写真をずっと飾っ
ていました。亡くなった方は、生きている
者の心の中で生き続けますが、もし戦死し
なければ、私も大叔父に会えていたと思い
ます。生きて、人生を生きることができた
はずです。
　終戦記念日の前日に、こちらに足を運ぶ
ことができて良かったと思います。戦後７５
年、まだ日本は平和を完全には手中にして
いません。亡くなった方々の魂に誓える日
が来るよう、戦争なき世の中の実現を目指
していきたい。そんな思いを改めて新たに
しました。
　記念館の運営、本当にありがとうござい
ます。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０.８.１４）

栢

　手記を読まさして頂きました。皆さん、
すばらしい才能の方ばかりで、これらの
人々を安易に戦争へ駆り立てた、一部指導
者の無能が招いた戦争は、あまりにも悲惨
すぎます。これらの人々が今生きていたな
ら、少しは精神的には、ましな日本になっ
ていたように思われるが、残念でならな
い。足元には再び迫って来ていることをも、
ひとりひとり忘れてはならない。 榎 （２０.８.３１）

栢

　近くに住んでいるため、この記念館のこ
とは以前から存じておりましたが、なかな
か機会に恵まれず、今日やっと伺うことが
できました。戦没学生の方々のことは色々
眼の前にすると、彼らを知るというよりも、
彼らに没入する、自らと重ねて考えるとい
う境地に達さずにはいられませんでした。
　これだけセンチメンタルな学生たちが、
葛藤したり、一抹の疑問を抱きながらも、
戦争に命を投じていった、いかざるを得な
かったという現実はあまりに重いもので
す。
　僕の友人や、僕自身が散っていったよう
な錯覚に陥るほど他人事とは思われません
でした。
　かれらには戦争や平和、命といった概念
を考え抜き、悩み抜く心や力がありました
が、時間がそれを許さなかったのだと感じ

ました。幸い僕にはそれを許された時間が
あります。
　彼らの手向けになるような生を営んでゆ
ければと思います。
　また来ます。
P.S.　このような展示を維持・発展させて
くださっている皆様に心から敬意と感謝の
念を抱きます。ご苦労も絶えないとは存じ
ますが、皆様どうぞ御自愛ください。
 榎榎 （２０.８.３１　文京区　２３歳　男性　学生）

栢

　前々から通りかかる度、気になってはい
ましたが、今回初めて見学させていただ
き、戦争に翻弄されて散っていった若人の
瑞々しい感性と、残した想いにふれて感動
しました。振り返って自分の最近のコロナ
を恐れて無気力になっている己を反省して
います。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （７０歳　主婦）

栢

　開館日が平日であり、会社を休んで伺い
ました。こんな最近の話にも関わらず、既
に風化しているのではと、恐れています。
本来は、あるべき教育がなされず、このわ
だつみの声に耳を傾ける事さえ、なくなっ
ていると思います。この貴重な場を多くの
方に知ってもらい、そして多くの方が学ぶ
きっかけになればと思います。私は多くの
人にこの展示を紹介したいと思います。展
示に関わっている皆様、誠にありがとうご
ざいます。これらも宜しくお願いいたしま
す。 榎榎 （２０.１１.１　群馬県　４３歳　会社員）

栢

　日本の近現代史に関する資料収集の一貫
として伺わせて頂きました。教授からこの
記念館の訪問を勧められる以前から、近辺
に住んでいることもあり、存在は知ってい
ましたが、都合が中々つかず、この度よう
やく来ることができました。日本ニュース
１７７号の学徒出陣式典の映像から伝わる、
戦況が悪化する中、戦いに赴かなければな
らぬ、学徒兵の思いを、より強く感じまし
た。地元の地名や同郷の方を目にしては、
８０年近く昔の大先輩方と、我々が、共に日
本で、青春を過ごしながらも、その内容の
苛烈さに、尊敬の念が絶えません。これか
らもこのような貴重な展示を続けて頂きま
すよう、どうかお願いいたします。 
 榎榎榎榎 （２０.１１.１３　文京区　２１歳　学生）

栢

　初めて来ました。『きけわだつみのこえ』
は、学生時代に読んだはずですが、ここに
来て、肉筆を見て悲しい気持ちになりまし
た。読みなおそうと思います。貴重な資料
の保存は大変だと思いますが、いつまでも
残していただきたく存じます。 榎 （２０.１１.１６）

栢

　前途ある優秀な青年たちが、このように
命を落とされたことは痛恨の極みです。愛
する人、自分の親兄弟のために尊い命を犠
牲にして戦ってくれた方々に感謝と敬意が
大切です。 （２０.１１.２７）
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高
校
生
の
夏
。
わ
た
し
は
と
あ
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

戦
場
を
体
験
し
た
祖
父
母
世
代
よ
り
上
の

方
と
お
話
を
す
る
茶
話
会
。

　
当
時
参
加
し
た
理
由
は
、
流
行
り
の
ゲ

ー
ム
な
ど
の
影
響
で
話
を
聞
き
た
か
っ
た

程
度
の
も
の
だ
っ
た
。
普
段
ほ
と
ん
ど
行

く
機
会
の
な
い
浅
草
公
会
堂
。
そ
こ
に
待

っ
て
い
た
の
は
、
現
代
で
は
お
お
よ
そ
体

験
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
壮
絶
な
体
験
の

数
々
だ
っ
た
。
爆
撃
の
被
害
に
遭
い
、
必

死
に
逃
げ
回
っ
た
当
時
の
心
境
や
、　
銃

声
の
鳴
り
響
く
戦
場
で
の
戦
闘
経
験
な
ど

の
生
々
し
い
も
の
。

　
戦
争
体
験
と
は
ど
う
し
て
も
悲
惨
な
こ

と
が
取
り
糺
さ
れ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
仲
の
良
か
っ
た
友
人

や
世
話
に
な
っ
た
人
の
話
と
い
っ
た
、
日

常
の
楽
し
み
や
面
白
話
ま
で
、
様
々
な
こ

と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
身

近
な
話
題
も
含
め
た
も
の
が
、
当
時
を
生

き
た
彼
ら
に
と
っ
て
の
日
常
で
あ
り
、
確

か
に
存
在
し
て
い
た
記
憶
で
も
あ
る
。

　
私
は
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
頃
に
は
、
も

っ
と
話
を
聞
き
、
記
憶
し
た
い
と
考
え
る

ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　
で
は
、
聞
く
た
め
に
は
何
が
良
い
の
か

と
探
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

て
い
た
団
体
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
で
あ
る
「
戦
場
体
験
史
料
館
」

（http://w
w
w
.jvvap.jp/

        
 
 
          ）
を
見
つ
け

た
。
史
料
館
と
言
っ
て
も
建
物
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
個

人
の
記
憶
の
証
言
が
年
代
別
、
戦
地
別
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
「
記
憶
」
が

残
っ
て
い
た
。
中
国
大
陸
で
の
出
来
事
や

沖
縄
戦
な
ど
、
一
つ
の
大
き
な
事
象
で
あ

っ
て
も
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
体
験
は
大
き

く
異
な
る
。
そ
れ
を
直
接
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
人
の
細
か
な
表
情
を
見
た
り
、

公
の
場
で
は
言
い
づ
ら
い
話
を
聞
く
こ
と

も
出
来
る
。
だ
が
、
戦
争
か
ら
既
に
　
年
７６

も
経
つ
。
そ
の
中
で
、
当
時
の
「
記
憶
」

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
「
戦
場
体
験
史
料

館
」
は
大
き
な
意
義
を
果
た
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
戦
艦
武
蔵
の
搭
乗
員
の
体
験

に
つ
い
て
、
話
を
見
て
み
た
い
場
合
は
、

現
時
点
で
二
人
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
一
人
は
信
号
兵
、
も
う
一
人
は
主
砲

第
一
発
令
所
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら

は
同
じ
武
蔵
に
乗
船
し
て
い
た
の
で
大
枠

は
同
じ
だ
が
、細
か
い
体
験
や
見
た
も
の
、

聞
い
た
こ
と
、
語
る
切
り
口
な
ど
は
同
じ

で
は
な
い
。
生
還
し
た
そ
の
後
の
配
置
や

敗
戦
を
迎
え
る
場
所
、
敗
戦
後
な
ど
も
違

う
。
　
ま
た
、
私
自
身
も
こ
の
二
人
以
外
の
武

蔵
の
搭
乗
員
の
体
験
を
聞
き
取
り
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
準
備
が
出
来
次
第
、
掲

載
予
定
で
あ
る
。

　
近
い
場
所
、
同
じ
空
間
、
同
じ
時
間
に

い
た
と
し
て
も
、
戦
争
体
験
は
一
人
と
し

て
同
じ
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一

人
ひ
と
り
の
証
言
を
残
し
、
当
時
の
「
記

憶
」
を
現
代
に
留
め
る
破
片
が
必
要
に
な

る
。
　
薄
れ
ゆ
く
「
記
憶
」
は
一
つ
の
事
象
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
、
中
身
は
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
く
も
の
だ
。
そ
う
し
た
薄
れ
る

「
記
憶
」
を
留
め
る
役
割
を
果
た
す
の
が
、

こ
の
「
戦
争
体
験
史
料
館
」
な
の
で
あ
る
。

　
も
し
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
戦
争
体
験
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
と
同
じ
場
に
い
た
違
う
人

の
証
言
も
覗
い
て
み
て
ほ
し
い
。
お
そ
ら

く
、
似
て
い
る
よ
う
で
全
く
異
な
る
体
験

の
多
く
を
見
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
に
は
、
体
験
を
話
し
て
く
れ
た
本
人
た

ち
が
生
き
た
時
代
の
破
片
が
あ
る
は
ず

だ
。
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   戦
場
体
験
史
料
館
・
電
子
版

　
    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
之
内
  裕
明
 

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
め
ぐ
り
⚘

合 拷壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕

◆
文
京
ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

　
文
京
区
内
に
あ
る
博
物
館
・
美
術
館
・

庭
園
な
ど
三
五
施
設
（
当
館
も
加
盟
）
の

合
同
イ
ベ
ン
ト
「
文
京
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
二
〇
二
〇
」
が
昨
年
一
二
月
一
五
日

（
木
）
～
二
〇
日
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
シ
ビ

ッ
ク
（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
一
階
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
は
戦
没
学

生
九
名
（
板
尾
興
市
、
上
原
良
司
、
宇
田

川
達
、
篠
崎
二
郎
、
白
井
成
徳
、
関
口
清
、

田
村
正
、
原
亮
、
松
岡
欣
平
）
の
遺
稿

（
画
像
）・
遺
影
・
履
歴
を
Ａ
２
の
パ
ネ
ル

に
収
め
た
八
枚
を
出
展
し
ま
し
た
。
来
場

者
は
八
一
四
名
。

◆
「
文
京
ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
マ
ッ
プ
」（
日

本
語
、
英
語
）、「
平
和
マ
ッ
プ
」（
文
京
区

に
あ
る
平
和
関
連
施
設
の
紹
介
）
は
当
館

ま
た
は
文
京
区
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
課
文
化

事
業
係
で
入
手
で
き
ま
す
。

◆
平
和
の
た
め
の
博
物
館
・
市
民
ネ
ッ

ト
ー
ワ
ー
ク

　
全
国
交
流
会
は
第
　
回
国
際
平
和
博
物

１０

館
会
議
に
合
わ
せ
て
九
月
一
九
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
短
信

◆
調
査
・
研
究
へ
の
協
力

・
山
崎
エ
マ
監
督
『
ウ
ィ
ー
ル
・
オ
ブ
・

フ
ェ
イ
ト
～
『
無
法
松
の
一
生
』
を
め
ぐ

る
数
奇
な
運
命
～
』（
　
／
４
　
東
京
国
際

１１

映
画
祭
上
映
）

・『K
A
M
IK
A
ZE

 
 
 
  
 
  
』（
Ａ
Ｒ
Ｄ
ド
イ
ツ
テ

レ
ビ
二
〇
〇
〇
年
）
上
映
会
（
於
・
ド
イ
ツ
）

◆
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
協
力

・「
わ
だ
つ
み
会
　
不
戦
誓
い
　
年
、戦
没

７０

学
生
の
声
を
後
世
に
」（
共
同
通
信
８
／

５
）

・「
戦
争
の
記
憶
継
承
　
資
料
館
、遺
跡
を

ど
う
残
す
」（
読
売
新
聞
（
８
／
　
）。
１５

・
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
機
関
紙
「
け

ん
せ
つ
」
八
月
二
〇
日
号

◆
来
館
者

＊
昨
年
度
は
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
四
月

～
五
月
、
二
〇
二
一
年
一
月
～
三
月
二
一

日
ま
で
休
館
の
た
め
来
館
者
は
一
七
七
人

で
し
た
。

◆
ご
寄
付

　
記
念
館
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
会
費

（
維
持
、
賛
助
）
や
ご
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
ま
た
来
館
の
折
に
カ
ン

パ
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
当
館
の
管
理
・
運
営
を
担
う
「
法
人
」

理
事
は
、
設
立
以
来
無
報
酬
で
諸
経
費
の

節
約
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
維
持
・
運

営
・
集
会
・
印
刷
等
々
に
多
額
の
費
用
が

必
要
で
す
。
ど
う
か
今
年
度
も
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

　
法
人
理
事
長
・
渡
辺
總
子
、
副
理
事
長
・

岡
田
裕
之
、
記
念
館
館
長
・
山
辺
昌
彦
、

常
務
理
事
・
岡
安
茂
祐
、
奥
田
豊
己
、
䑓

快
久
。
ふ
だ
ん
の
記
念
館
運
営
は
、
山
辺

昌
彦
、
奥
田
豊
己
、
䑓
快
久
、
深
澤
か
よ

子
、
渡
辺
總
子
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
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